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溶接棒の研究癒10発刊にあたつて

技彷委員会委員長　関　口　春　次　郎

踏接捧の融”，は・孤9（昭和4・鞭技術委員会の研究）以来久しく発行が途絶え

て、いたが，今回姦10（昭和41・》・43年度技術委員会の研究），むよび癒11（昭和44

－46年度同上）を発行することにした。この間委員会活動は活発に実施してきたのである

が，・研究テ」マや調査項目には，すぐ役に立つ内容が多くなつてきたので，研究報告書や調

査報告書は，そのつどそれぞれ一冊にまとめられるようになり，また，写真集，サブマージ

アrク溶接材料の遷び方・使い方等は・立派な専門書として発行された・

　また，研究テーマも数年にまたがる継続研究が多ぐなり，　娘溶接棒の研究”　も編集が

遅れてしまつた。

　しかし溶接棒部会技術委員会は溶接棒メーカr使用者側，中立関係の技術者で構成され，

有益な研究成果や調査資料が多いので，これを公にして多少なりとも，溶接関係技癒者の糧

とすべく溶接棒の研究滋10を発行した。引続いて姦11，燃12を発行するつもりである。

　本書が溶接関係諸賢ゐ参考になれぱ幸いである。
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昭和41年度溶接棒部会技術委員会の活動状況

幹事　，大　　石 実

昭和41年度にかける溶接棒部会技術委員会の研究テーマと活動状況は次のとおりである。

1．異材継手の研究……………………・…・・……・・…・………主査　稲垣道夫

　　経　続
2，サブマージアーク溶接時のわれ試験法　…………・…・……・……　主査　　村　本　徹五郎

　被覆アヅ溶接棒のゆ獄験灘つし（燃1，フイ冬コ・スリマト副れ謙舷姑すで
に」’ 　Sとなつていおが，サブマージァーク溶接の場合のわれ試験方法については・現在確立

された方法がたく各社まちまちである。

　この分科会では，サブマージアーク溶接の際のわれ機構をあきらかにするとともに，試験方

法の統一を目標としたい。

3，半自動溶接時の電源特性の影響の調査　……・………・一……∵…　主査　　杉　原　栄次郎

　半自動溶接の際の作業悔等は電源溶接機器の特性に支配されることが大きい？こ1の分科会で

は機器の特性が作業性，溶接性等にいかなる影響をむよぼすかを調査した。

4．溶接条件と衝撃値　………一………‘………………・…」・主査　　賀一来信一

　　継　　続

　いわゆる溶接棒の認定試験に対する国際統一規格では衝撃値が重要な役割を果す。しかしな

がら溶接棒メーカーの提示する値と，実際造船所で試験した場合の値とでは，同一条件であり

ながら，かな“りの差異を示すことが多く，船級協会としてもやむなぐ施行試験でデーターの確

鷲を行わざるを得ない。本分科会では・之のくいちがいの原因を究明し・できれぱ棒メ」ヵ一

の値だけで造船所にむける施行試験を省略し航むたがい¢）無駄をなぐしたいと考えている6

5．溶着金属のPとSの影響　……一………・・一…・…………・……　主査　　多喜乃　　　雄

　溶着金属のガス成分，水素，酸素の挙動についてはすでに当部会でまとめたが，さらにPや

Sといつた有害成分の影響についても既刊文献を集録し，関係各位の便宜をはかるとともに，

基礎研究の一助にしたい。

6．写真集の編集・…………一…・・…一………一…・…………主査‘小笠原仁夫

　給着金屑の旗倣鏡写真や溶接部の欠陥の写真については40年度にすでにまとめたが，さら
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に溶接工技備検定試験の判定基準と揖為写真築を埠加することになつた。i

7．：NRL落重試験法に対する溶接棒の試作　………・…・……・……　主査　　荒　井　敏　夫

　80キロクラスの鋼材の脆性破壊の研究には，この試験が実施されているが，ビードをむく

棒としては現在MurexのHardex　N　若しくは相当品が指定されているので，なんと

か国産棒を試作して実験に供したい。

　すでに木原先生あたりからも要望があると聞いている。

8．オーステナイトステンレス鋼のブエライト測定法め調査　……　主査　　藤　縄　徳　平

　最近ステンレス棒に対する規格としてフエライト量を測定されることがある。測定方法には

　フエライトメーター（輸入品）によるのとシエフラーの状態図による場合とあり，しかもかな

　らずしも正しい値を示すとは限らない4）で調査し七，方法を統一してゆきたい。

9．自動・半自動溶接材料の選択基準　…‘……………・・・…………・・主査　　清　水　敏　治

　さきに軟鋼棒の選び方，使い方を出版して（4，000部）非常な好評を博したので引続いて・

　自動・半自動溶接の場合についても・みぢかなものから編集し業界の役にたて準い。

10．ガスシールドアーク溶接材料の調査　…………一…・・：・………・主査　　石　崎　敬　三

　ソリツドワイヤー，フラツクスワイヤー等の使用状況を調査し，将来の規格化に備える。

　AWSではすでに規格化されて沿り，まだわが国ゼも半自動溶接の際の技偏検定試験の必要性

　が叫ぱれ1ちかく規格φ原案作成に着手することになつている。

11．溶接棒技術調査齢よび討論　……………・…・・…・一…………・…　主査　　田　村　　　博

　溶接棒むよび溶接技術にづいて内外め技術を調査研究し，討論し，かたがいの知識の向上を

　はかつてゆきたい0

12．J　I、S．　Z3211’軟鋼用被覆アーク溶接棒の改正1……　主査　　大　石　　　実

　J　I　S．　Z3211　の大巾な改正を行なった。すなわち従来の15種類から9種類とし

　たo
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昭和42年度溶接棒部会技術委員会の活動状況

一幹事　』一大　　　石 実

昭和42年度における溶接棒部会技術委員会の研究テーマと活動状況は次のとかりであξ。

1，サブマージ溶接時のわれ試験法　…・”……………………………　主査　　村　本　徹近郎

　サブマージ溶接時のわれは問題が多いにも拘らず，試験方法がないので，試験方法を確立す

る0

2，フエライト測定法…・………一・・…・・…一……・………主査　藤縄癒平

　ステンレス溶着金属のフェラィ・ト量測定方法にはいろいろあり・値もまちまちなので，測定

法を確立して実験データーを作製し，測定値の権威をはかる。

3．サブマージ溶接の十字すみ肉曲げ試験方法の検討　……………　主査　　武　富　孝　平

　国鉄や建築学会の溶接工作基準案にある十字すみ肉曲げ試験では，現状ではわれを発生する

ので，煮の試験法の採用を再検討してもらうよう働きかける。

4．自動・半自動材料の選択基準編集　・・一…………………・…・一　主査　　清　水　敏　治

　“溶接棒の選び方，使い方”　に準じて自動・半自動材料の手引書を作成し，関係者め便を

はかる0

5．本数包装の具体化対策にっいで・・‘……む……・………・…………　主査　　大　石　　　実

　．溶接棒の包装に，本数または重量を規程されるようになづたので，これをどういうふうに具

体化してゆくか，ユーザーの意見も入れて，メーカー間で案をつくる。しかしこの件にっいて

はメーカーに積極的な対策もな・ぐ，しぱらく時機を見ることに左った。　一

6，規格の調査1…一…“一・・一一’・………・・…………………主査…板’本ご郎

　内外の棒の規格の現状を調査し，リストアッブし身ユーザー，メーカーを問わず広く関係者

の便をはかる0

7．異材溶接法の調査　…・……‘………・……一‘………・……………　主査　　稲　垣　道　夫

　異材継手，期」間容接のデー外を収集し，まずReco㎜endationの作成をめざす。

8．溶接棒の規格の説明や技術委員会の研究発表　……・………・・…　主査　　中　川　昌　俊

　本年度は11月14日東京，11月16日大阪で実施した。

　i　挨　　拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関口委員長
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9．

　ii　軟鋼用溶接棒の選び方使い方　　　　　　　　　　　　　　　大石　　実

lll特殊鋼用溶接棒の選び方使い方　　　　　　　　　　　　　　　藤縄　徳平

iV　J　I　S．Z3211，J　I　S．Z3212改訂について　　　中川　昌俊

V　溶接用材料と溶接法の現状と将来にっいて　　　　　　　　　稲垣　道夫

vi低温用の切欠きじん性について　　　　　　　　　　　　　田村　　博

Vll自動溶接継手のシヤルピー衝撃値のパラマキに関する研究　　賀来　信一

Vlll落重試験用被覆アーク溶接棒に関する研究　　　　　　　　　　荒井　敏夫

　溶接棒技術調査むよぴ討論　…・…………・＝・…」一…」…………・　主査　　田　村　　　博

　溶接技術について内外の技術を調査し，研究し，討論し，委員の知識向上をはかる。次の2

氏にむ願いしたo

　i　造船にむける溶接の自動化について　　　　　　　　　　　　寺井　　清

　ii　溶接部，溶着金属の脆性破壊特性について　　　’一　　　　　池田1一夫

0．規格化第11分科会　…・……………・・…………・…一・…・…一…　主査　　田　村　　　博

　半自動・自動溶接継手の試験法J　I　S原案を作成した。これはZ3146となつた◎

1．J　I　S見直し分科会　一……………一・・一…………………一…　主査　　大　石　　・　実

　次の3規格の見直しを行ない，規格委員会に提出した。

　　　　　Z3002　　軟鋼用被覆アーク溶接棒の作業性

　　　　　Z3182　　被覆アーク溶接棒の溶着速度測定方法

　　　　　Z3212　　高張力鋼用被覆ア“ク溶接棒1

211W提出用“溶接棒論”の英文原稿の作製……・一一主査　荒井敏夫

　　J　IW第2と協同でI　IW京都大会用の原稿を作成した。

3　溶接棒の選び方》使い方の改訂・・………………・………………　主査　　中　川　昌俊

　　4版用に内容の見直しを行なつた。
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昭和43年度溶接棒部会技術委負会の活動状況

幹事　大　 石 実

昭和43年度に沿ける溶接棒部会技術委員会の研究テーマと活動状況は次のとむりであるo　r－

1・サブマージ溶接時のわれ試験法…・・一…一一一1…一1∵’、主査村本徹五郎ジ

　　継　続
2・フエライト測定法・一一1一∵……………t…噌し’ 主査藤、轡，．徳平

　　継　続
3、十字すみ肉曲げ試験方法　……・……・……・・………・・………壷・・…　主査　　。武．富　孝　平，

　継続調査し・別紙のごとく・この試験法には問題が多いことを国銑・建築学会咋申し不れ牟・

4・娘サブマージアーク港接材料の選び方・使い方．”．編集　・…一，車査　　清　水　敏，治　，

　　継締．一｛
5・溶接と塗料・…一…∵∵……・…∵…………㌘’fヤ’・………憎．主査　安；薦．糟一　，

　各種塗料を塗布した鋼板の溶接性を試験し・できれぜ溶接橡良好な塗料の開発に寮与したい。

とりあえず被覆アーク溶接棒を使用して実体』を調査することにした。

6．内外溶接棒規格の調査　…………・……・・………・………・・………　主査　　坂本二　郎

　　継　続
7・異材継手の調査　一・・………・・呪・…・・一…………………・………・主査　　稲　垣　導　夫

　　継　続
8．溶接棒辣術調査および討論　…・・rr∵・ヤ…t一…・tr………………1一　主査　　田、村　　　博

　内外の溶接技術について調査，討論したり，また研究発表をしてもらい，委員の知識向上を

はかる。本年度は次のごとく講演をして頂いた◎

i　超高層霞ケ関ビルの溶接　　　　　　　　　　　　　　明石　重雄氏

ll溶接技術者のための塗料の知識　　　　　　　　　　　　仲　　　厳　氏

9．J　I　S見直しの件　　……・…………・・………………………　主査　　大　石　　　実

　次の5件の見直しを行なつた。

　　　Z3111　　溶着金属の引張り試験方法

　　　Z3112　　溶着金属の衝撃試験方法
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Z3113
Z3211
Z3212

溶着金属の水素量試験方法

軟鋼用被覆アーク溶接棒

高張力鋼用被覆アーク溶接棒
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